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学
校
賞 

 

学
業
や
部
活
動
、
そ
の
他
の
学
校
内
外
の
活
動
に
お
い
て
顕
著
な
活
躍
を
し
た
り
、
他
の
生
徒
の
模
範
に
な
る
行
い
を
し

た
生
徒
を
表
彰
し
ま
し
た
。
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
生
徒
は
次
の
通
り
で
す
。 

・
年
間
を
通
し
て
皆
勤
…
藤
井
健
太
、
石
原
祥
子
、
岡
田
浩
実
、
亀
山
明
日
香
、
山
本
彦
、
吉
岡
誠
二
、
三
牧
康
弘
、
野
口

真
央
（
三
年
）、
田
口
隆
次
、
坂
手
亮
士
、
池
田
周
平
、
石
原
研
一
朗
、
岡
田
優
太
、
津
村
小
夏 

（
二
年
）
、
加
藤
学
、
三
牧
亮
介
、
植
木
眞
美
、
正
富
準
也
（
一
年
） 

・
学
業
や
研
究
活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
…
水
川
詩
織
、
亀
山
明
日
香
（
三
年
） 

美
甘
直
也
、
入
澤
英
明
、
津
村
小
夏
（
二
年
） 

美
甘
耕
平
、
白
川
健
四
郎
、
長
恒
雪
華
（
一
年
） 

・
特
別
活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
道
直
樹
、
吉
岡
誠
二
（
三
年
） 

久
保
田
昌
孝
、
島
村
研
伍
、
藤
井
健
太
、
山
口
大
輝
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
若
明
弘
、
長
尾
麻
由
、
石
原
研
一
朗
、
津
村
小
夏
（
二
年
） 

そ
の
ほ
か
部
活
動
で
の
成
績
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
学
校
賞
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

今
年
度
は
該
当
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
得
意
な
分
野
で
表
彰
さ
れ
る
よ
う
に
来
年
度
も 

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

卒
業
式
（
三
月
一
日
） 

 

今
年
は
立
春
を
過
ぎ
て
も
雪
の
降
る
日
が
多
く
、
蒜
山
ら
し
い
厳
し
い
冬
と
な
り
ま 

し
た
。
当
日
も
粉
雪
の
舞
う
中
、
第
六
〇
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
度
は
三
十
二
名
の
生
徒
が
三
年
間
慣
れ
親
し
ん
だ
学
舎
を
あ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

新
た
な
道
へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
校
長
は
、
卒
業
生
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉
と
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
私
が
皆
さ
ん
と
共
に
過
ご
し
た
の
は
た
っ
た
一
年
間
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
通
し
て
皆
さ
ん

の
人
間
と
し
て
の
素
直
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
日
は
新
し
い
生
活
に
向
か
っ

て
旅
立
ち
を
す
る
門
出
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
今
日
家
に
帰
っ
た
ら
、
今
ま
で
あ
り
が
と
う
、
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
る
か
ら
ね
。
そ
ん
な
風
に
い
え
た
ら
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
プ
ラ
ス
思
考

で
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
思
わ
ぬ
不
幸
に
あ
う
と
、
な
ぜ
自
分
だ
け
が
と
思
い
ま
す
が
、
試
練
は
誰
に

で
も
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
で
結
果
は
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
自

分
に
与
え
ら
れ
た
必
要
な
試
練
だ
と
思
い
、
乗
り
越
え
て
く
だ
さ
い
。
」
最
後
に
オ
ム
ロ
ン
の
創
業
者
で
あ

る
立
石
一
真
の
言
葉
「
最
も
よ
く
人
を
幸
せ
に
す
る
人
が
最
も
よ
く
幸
せ
に
な
る
。
」
で
式
辞
を
結
ば
れ
ま

し
た
。 

 
 
 

平
成
二
十
年
度
入
学
者
選
抜 

 

連
携
型
中
高
一
貫
入
試
、
自
己
推
薦
入
試
、
一
般
入
試
が
終
わ
り
、 

二
次
募
集
の
入
試
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
現
段
階
で
二
五
名 

が
合
格
し
、
四
月
に
は
蒜
山
高
校
の
新
一
年
生
と
し
て
加
わ
り
ま
す
。 
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蒜山高校 

教務課 

３・４月の予定 

３月 

21日(金)  終業式 
24 日(月)  学年末休業(～３／31 日ま
で) 
27日(木)  新入生オリエンテーション 

４月 

１日(火)  学年始め休業(～４／７ま
で) 
８日(火)  新任式･始業式 
９日(水)  入学式 
10日(木)  身体計測、検尿 
11日(金)  転退任式 

お願い 

新聞をご覧になられた感想，ご意見など

ありましたら下記までお願いいたしま

す。 

蒜山高校 Tel:66 – 2016（担当 土居） 
e-mail: hiruzen07@pref.okayama.jp 

 
 
 

今
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 

教
務
課
（
授
業
・
学
校
行
事
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
担
当
） 

先
生
の
出
張
に
伴
う
時
間
割
変
更
を
携
帯
サ
イ
ト
で
生
徒
に
知
ら
せ
た
り
、
毎
月
下
旬
に
発
行
し
て
い
る
蒜
高
タ
イ

ム
ズ
や
行
事
の
写
真
を
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
が
適
宜
で
き
た
。
公
開
授
業
日
を
も
う
け
、
授
業
参

観
を
企
画
し
た
が
保
護
者
の
参
加
が
な
く
、
Ｐ
Ｒ
不
足
を
痛
感
し
た
。
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
生
徒
の
参
加
態
度
は

良
好
で
、
滞
り
な
く
式
を
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
「
や
た
ら
と
休
み
が
多
い

気
が
す
る
。
も
う
少
し
授
業
を
増
や
し
て
も
い
い
と
思
う
。
」
と
い
う
自
由
記
述
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
指
摘
の
通
り

だ
と
思
い
ま
す
。
定
期
考
査
後
か
ら
終
業
式
ま
で
の
数
日
間
を
で
き
る
だ
け
授
業
を
開
催
し
、
授
業
日
数
を
確
保
す

る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

生
徒
課
（
生
徒
指
導
・
部
活
動
・
生
徒
会
・
交
通
な
ど
を
担
当
） 

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
学
校
生
活
を
送
れ
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
関
係
で
の
違
反
が
少
し

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
部
の
生
徒
で
遅
刻
・
欠
席
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
来
年
度
は
改
善
さ
れ
る

よ
う
各
家
庭
に
お
い
て
も
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
行
事
で
は
、
全
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
活
動
で
き
て
い
ま
し
た
。
部
活
動
に
お
い
て
は
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
欠
席
す
る
生
徒
が
お
り
、
活
動
状
況
が
い

い
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
徒
の
人
数
に
対
し
て
部
の
数
も
多
く
、
来
年
度
に
向
け
て
ア
ル
バ
イ
ト
の
扱
い
や

部
活
動
の
精
選
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

進
路
指
導
課
（
進
路
説
明
会
・
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
校
外
模
試
・
補
習
な
ど
を
担
当
） 

今
年
度
の
三
年
生
の
進
路
状
況
は
、
就
職
七
名
、
大
学
二
名
、
短
大
二
名
、
専
門
学
校
二
十
名
と
い
う
結
果
（
三
月

二
十
一
日
現
在
）
で
し
た
。
全
員
が
第
一
志
望
に
合
格
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
倍
率
の
入
試
を
突
破
し
た

生
徒
も
お
り
、
ま
た
最
後
の
最
後
ま
で
補
習
や
面
接
練
習
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
も
い
ま
し
た
。
先
日
、
二
年
生
の
保

護
者
対
象
の
進
路
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
十
一
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
の
時
代
進
路
を
決
定
し

た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
見
据
え
て
進
路
選
択
（
そ
れ
に
伴
う
学
力
・
人
間
力
の
育
成
）
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
以
降
も
保
護
者
・
生
徒
・
教
員
の
三
者
で
連
携
を
と
り
な
が
ら
生
徒
の
進
路
選
択
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

厚
生
課
（
学
校
で
の
安
全
・
清
掃
・
奨
学
金
・
健
康
管
理
な
ど
を
担
当
） 

自
動
販
売
機
の
利
用
マ
ナ
ー
は
少
し
向
上
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
も
減
少
し
て
い
る
。 

ニ
ワ
の
日
の
外
掃
除
は
生
徒
の
協
力
で
実
施
で
き
て
よ
か
っ
た
。
環
境
委
員
の 

協
力
で
「
手
洗
い
」
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
が
で
き
ま
し
た
。 

  

学
校
保
健
委
員
会
よ
り 

教
室
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
基 

準
値
を
超
え
て
い
る
。 

こ
ま
め
な
換
気
が
必
要
。 

年
々
う
歯
の
被
患
率
が
下
が
っ 

て
き
て
い
る
が
、
歯
周
病
な
ど 

の
歯
ぐ
き
の
状
態
が
気
に
な
る
。 

歯
間
ブ
ラ

て
丁 

シ
な
ど
を
使
っ

寧
に
磨
く
こ
と
。 

血
圧
が
高
め
の

引
き
続
き 

人
は

観
察
す
る
こ
と
。 


